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＜連絡事項＞
・風呂日の北病棟への連絡について。今後入浴日には開始前に北病棟へ連絡し入浴予定者の有無、時間を確認するようにして下さい。


＜入室状況＞


＜患者様連絡事項＞
・藤井　孝蔵様～経管栄養カテーテル挿入し本日昼より経管栄養開始となる。点滴は本体1本/日
　　　　　　　　、抗生剤継続。

・工藤　新吉様～今朝誤投薬有り。馬渡Drへ報告し朝食後薬薬内服可、経過観察の指示有り。
・長岡　明美様～明日よりライゾデグ15➝13Eへ減量となる。
片岡　キミ様～経管栄養カテーテル自己抜去有り、再挿入指示頂き再挿入指示。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放中も自室内で衣類に包まり臥床したまま終了している。自傷行為や不潔行為はない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・和田　純弥様～終日隔離中。午前二時間、午後一時間の開放観察実施。開放中来詰頻回で都度対応。他患者様との距離の近さあるがトラブルは無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・若沢　理子様～午前、午後二時間ずつの開放観察実施。開放中も自室から出ず臥床して過ごされている。放歌や幻聴に左右された言動なく静穏。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。自室内で静穏に過ごされる。対面時表情硬く妄想言動聞かれているが粗暴行為や不穏さは無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・砂場　清治様～9時から16時までの開放観察実施。開放中、時折来詰され「田名部先生と話したい」と話されるが不穏さは無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・藤井　孝蔵様～身体拘束中。体温37.6℃、頭部クーリング継続。その他バイタルサイン異常無し。経口摂取量減少しており本日昼より経管栄養開始となる。挿入中易怒的となりスタッフへの暴言見られるがその後は静穏に過ごされる。点滴トラブル無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・下道 ユミ子様～バイタルサイン異常なし。点滴トラブル無し。食事は食欲ないとのことで摂取せず。拘束部位循環障害、皮膚トラブル無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定男性患者様へ対する被害妄想、内服薬に対する関係妄想訴え有るが粗暴行為には至らず。適宜頓服薬内服で対処している。現在母様と主治医面談実施の方向で日程調整中。

・木村　聡様～夜間中途覚醒後再入眠困難感訴え適宜頓服薬使用している。妄想言動や逸脱行為、迷惑行為無く日課は送ることが出来ている。現在主治医へ措置解除に関し
　　　　　　　確認中。
